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うみ議会だより
6月定例会

議会からのお知らせ
6月定例会は15人が傍聴に来られました

議会は年 4回（3月・6月・9月・12月）
定例会が開かれます。
議会ホームページからは生中継がご覧いた
だけます。
傍聴する場合は、役場 3階の傍聴席入り口で
住所・氏名をご記入ください。

◆

◆

◆

次回の議会は9月9日に開会予定です。

P4

委 員 長
副委員長
委 員

丸　山　康　夫
小　林　孝　昭
古　賀　ひろ子

議 長 黒　川　　　悟

委 員
委 員
委 員

鳴　海　圭　矢
安　川　繁　典
安　川　禎　幸

【発行責任者】

【議会広報常任委員会】

どうなる？今後の部活動の地域展開P2

一般質問 町政を問う７人が登壇P6

委員会活動報告ほかP14

一本松公園でわくわくBBQ！

　うみ手伝い隊は、更生保護女性会や保
護司会をはじめ、多くのボランティアの皆
さんのご協力に支えられながら、こども
の健やかな成長を応援しています。

　保護者の方から「こどもたちは、おいしいお肉
を食べ、思い切り遊ぶことができて、とても喜ん
でいました。自然豊かな一本松公園でのBBQや
川遊びは、貴重な体験になったと思います。」と
喜びの声を聞きました。

　うみ手伝い隊は、フードバンク福岡や福岡県こど
も食堂応援プロジェクトから提供された野菜・果
物・肉・魚などの食材と、賛助会員の皆さまからの
会費や寄付金などに支えられて運営しています。

　みんなの食堂は、こどもたちが温かい食事を囲みながら、地域の人々と交流できる場です。
   うみ手伝い隊が中心となり、食を通じた学びや誰もが安心して集える地域づくりに取り組んでいます。
　今回、一本松公園で開催したみんなの食堂に議会からも応援に行きました。おいしいBBQを楽しみ
ながら世代を超えた交流の輪が広がり、心温まるひとときとなりました。

2026.3 から

2026年3月議会からの傍聴者 累計

議会広報

シリーズインタビューインタビュー

笑顔で過ごす場所！

▲左:青木さん、左上:西山さん、
右:西依さん

世界で一つのもち米をつくろう

桜
原
小
学
校
の
児
童
が

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で

田
植
え
体
験

こどもたちの笑顔とそれを支える方々に
スポットを当てていきます！

「みんなの食堂うみ手伝い隊」

うみ議会だよりへのアンケートのご協力をお願いします！

代表：西依 和江
☎：090－7150－1440

いただいたご意見は、今後のうみ議会だよりを作成するうえで参考にさせていただきます。
読んで感じた率直な感想をぜひ、右部のＷＥＢアンケートからお聴かせください！

地域でこどもを見守り育てる取組として、みんなの食堂の活動が広がることを期待しています。

問
合
せ
先

お芋、タマネギがおいしかった！
苦手な野菜もおいしく

食べたよ！

バーベキュー

議会コメント



　本町は、武道の指導者が多く、特に剣友会など地域
で活動している団体の指導者からの質の高い指導を
受けています。
　この地域資源を生かし、地域活動の充実とこどもの
健全育成につなげるため、地域と連携して活動されて
いる宇美中学校剣道部に注目し、顧問と生徒にお話を
伺いました。

　中体連の糟屋区大会で
は、個人戦2位となりまし
た。
　筑前地区大会でも上位
入賞し、県大会に出場する
目標を持っています。

　中村先生は、本町出身で小学４年
生から剣道を学び、現在は中学校
部活動で生徒を指導しています。
　宇美中学校剣道部は、地域との
つながりも深く、保護者の方々も協
力的です。部活動の地域展開の先
進的なモデルとなるよう頑張ってい
ます。
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保護者説明会のようす

町立武道館で稽古に励む剣道部員

宇美中学校剣道部顧問
中村亮太先生

宇美中学校剣道部
副主将　宮本惺矢さん

　これまで教員が担ってきた部活動を、地域のスポーツクラブなどの法人が主体となった地域クラブ
に展開することです。
　生徒が将来にわたってスポーツ・文化芸術活動を続けられる環境づくりや、教職員の働き方改革を
目的としています。
　国は、令和8～１3年度を中学校部活動の「改革実行期間」と位置付け、休日は全ての部活動を地域
に展開、平日は地域の実情に応じた取組の実現をめざしています。

今後の部 活動の地域展開
キーポイントは持 続可能な地域クラブの育成

「持続可能な地域クラブ」に展開するために！ 部活動の地域展開とは

　町は、ＮＰＯ法人ふみの里スポーツクラブと委託契約を結
び、令和４年度から運動部活動の地域展開を開始しました。
　令和５～６年度には、宇美町地域クラブ活動推進検討委員会
で議論を重ね、町の部活動の未来を見据えた活動指針「うみ活
モデル」を策定しました。

　部活動の地域展開後は、宇美剣友会（スポーツ協会加盟）や宇
美剣友会少年剣道（スポーツ少年団加盟）との連携が重要です。
　宇美剣友会には、人徳かつ技術的にも素晴らしい指導者が
在籍しています。伸び伸びと剣道を行う環境をこどものために
作っていきたいと思います。
　私は、来年度で定年を迎えますが、自分を育ててくれた地域へ
の恩返しとして、剣道を通じて青少年の健全育成に携わっていき
ます。
　現在、剣友会の問題は、小学生の剣道人口が減少している
ことです。小学生の剣道人口が減少すると将来の中学生の活
動にも影響があります。
　そこで、剣道の練習を行う前に武道館で学習支援を行うなど、小
学生の加入促進につながる新たな取組を考えています。

　剣道部は、町内３中学校のうち、宇美中学校の
み（現在男子１２名、女子４名が所属）です。
　剣道部に入部するために、町内の他の中学校
から宇美中学校へ通学している部員もいます。

　町立武道館という素晴らしい稽古場で、中村先
生をはじめ、剣友会の先生方の指導を受け、メキメ
キ上達しているのを実感しています。
　剣道部員を増やすために、チラシを作るなど広
報活動を充実させて、小学生団員を増やしていき
たいです。

宇美町のこれまでの取組
剣道人口をどう増やすか

僕らと一緒に剣道やろうよ

　剣道・野球・サッカー・吹奏楽の４つの部活動を、３中学校でそ
れぞれ１つの地域クラブに集約し、平日も含めて地域に展開する
方針です。
　３中学校で１つの地域クラブとして、中体連の大会やコンクー
ルにも出場できます。平日は当面、教職員（兼職兼業）を中心に
実施していく予定です。

令和9年8月からは4つの部活動を、
平日も含め地域展開へ

議会が考える部活動の地域展開の課題

議会コメント

「部活動の
地域展開に向けて」
宇美町教育委員会
ホームページ

うみ活モデルは
こちらから

❶ 平日の活動の実施
　平日の指導者を確保することは容易でなく、当面
は教職員による兼職兼業で対応することが多くなり
ます。

❷ 指導者の質・量の確保
　安全な指導を行っていくために、指導者に対する研
修機会の確保や公認指導者資格の取得など、指導者
の質と量を確保していく取組が必要です。

❸ 活動費用の確保
　現在、保護者の費用負担はありませんが、今後クラブ数
の増加などで費用負担が発生することがあります。費用
負担を行う場合は、低廉な価格となるよう工夫する必要が
あります。

❹ 生徒や保護者の理解
　部活動の地域展開の理解に向けて、今後も広報活
動や説明会の開催などを重ねていくことが大切です。

　厚生文教常任委員会では、本年度の研究テーマを「部活動の地域展開」とし、地域展開
がスムーズに進むよう現状把握するとともに、持続可能な地域クラブの育成を支援してい
く予定です。
　安心して活動できる環境整備や費用負担が極力少なくなるよう、財源の確保などを模
索していきます。

どう
なる？
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６
月
定
例
会
は
、12
日
か
ら
19
日
ま
で
の
８
日
間
で

開
か
れ
、町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
24
件
の
議
案
と
、議

員
発
議
１
件
を
審
議
し
、全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　
第
２
回
臨
時
会
は
、７
月
７
日
に
開
か
れ
、町
長
か
ら

提
出
さ
れ
た
２
件
の
議
案
を
審
議
し
、全
て
原
案
ど
お

り
可
決
し
た
。

専決処分
契約締結

1件
1件

臨時会

専決処分
人事案
契約締結
条例
補正予算

債権放棄の報告
議員発議

2件
15件
3件
2件
1件
1件
1件

６月定例会
（6/12～6/19）

６月
定例会
第２回
臨時会

ホ
ー
ル

　
　
照
明
L
E
D
化

大

議案審議

契約締結

▲
録画配信はこちら

定例会 臨時会

文化協会 会長
岩﨑　靖裕さん

地域包括支援センターって？
詳細はこちらから

　
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
、

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
舞
台
照

明
の
L
E
D
化
が
実
施
さ
れ
る
。

契
約
額（
１
億
１
５
２
８
万
円
）

内容

美
東
中
ト
イ
レ
が

　
　
　
リ
ニュ
ー
ア
ル

宇
契約締結

　
老
朽
化
し
た
宇
美
東
中
学
校
B
棟

の
ト
イ
レ
改
修
。

(

生
徒
用
、多
目
的
、職
員
用
ト
イ
レ
の

計
１１
箇
所)

契
約
額（
１
億
１
４
１
８
万
円
）

内容

美
東
中
体
育
館

　
　
外
壁
な
ど
改
修

宇
契約締結

　
築
40
年
を
超
え
老
朽
化
し
た
宇
美

東
中
学
校
体
育
館
の
外
壁
や
ト
イ
レ
、

更
衣
室
な
ど
の
改
修
工
事
を
実
施
し
、

安
全
性
や
利
便
性
の
向
上
を
図
る
。

内容

学
校
体
育
館
に

　
　
エ
ア
コ
ン
設
置

中
契約締結

　
学
習
環
境
と
防
災
力
の
向
上
の
た

め
、宇
美
中・宇
美
東
中
学
校
の
体
育

館
に
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
る
。

契
約
額（
２
億
６
７
０
７
万
円)

内容

　これまで多くの発表会や文化活動を支えてきた照
明設備に感謝するとともに、新しいLED照明によっ
て魅力的な舞台表現ができることを期待して、完成
を楽しみにしています。

　学習環境の向上だけでなく、避難所機能
の強化につながる大切な設備です。
　多くの予算をかけて整備していただいて
いることに感謝し、みんなで大切に使ってい
きたいです。

答

学
校
教
育
課
長

　
工
事
業
者
と
調
整
後
、安
全
確
認

が
で
き
次
第
、利
用
を
開
始
す
る
。

問

工
事
が
完
了
し
た
箇
所
か
ら
順
次
利

用
で
き
る
の
か
。

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
の
町
営
化

地
補正予算

　
令
和
８
年
４
月
か
ら
業
務
を
町
直

営
に
変
更
し
た
こ
と
に
伴
い
、委
託
料

の
不
用
額
を
減
額
し
、人
件
費
を
増
額

す
る
。

　
核
兵
器
の
脅
威
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、日
本
の「
持
た
ず
、作

ら
ず
、持
ち
込
ま
せ
ず
」と
い
う

非
核
三
原
則
の
理
念
を
守
り
、

平
和
で
安
全
な
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、そ
の
堅
持
を
求
め
る
。

内容答

健
康
課
長

　
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な

い
よ
う
、専
門
職
の
確
保
や
雇
用
の
継

続
を
進
め
て
い
く
。

問

今
後
も
持
続
的
に
運
営
し
て
い
く
た

め
の
人
材
確
保
と
体
制
整
備
は
。

臨
時
会

村山さんご家族

　専決処分の承認
（宇美町国民健康保険税条例の一部改正）

　課税限度額の引上げでは、根本的な解決にならない。国
庫負担を減らされてきた経緯を踏まえて、もっと国費投入
を求めるべきであるため反対とする。

　課税限度額の見直しは、社会保険との負担格差を是正
し、制度維持に必要である。
　また、中低所得層への軽減措置もあるため賛成とする。

反対 鳴海 圭矢
議員 賛成 安川 禎幸

議員

令和８年度宇美町一般会計補正予算(第１号）

　電算システム改修予算において、情報システム共同化
に伴う個人情報保護や情報漏えい対策などの課題解決
が不十分であるため反対とする。

　電算システム改修予算は、マイナンバーカードと医療情
報の連携に必要なシステムの改修である。
　自治体DXの推進による住民の利便性や事務の効率化
に必要不可欠であるため賛成とする。

反対 鳴海 圭矢
議員 賛成 安川 禎幸

議員

反対

私は

賛成

私は討 論

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

尾
方
　
伸
一
氏
（
再
任
）

農
業
委
員
会
委
員

提
出
者
　
古
賀
　
ひ
ろ
子

賛
成
者
　
髙
橋
　
紳
章

　
　
　
　
安
川
　
禎
幸

　
　
　
　
丸
山
　
康
夫

　
　
　
　
鳴
海
　
圭
矢

森
尾
　
俊
久
氏
（
再
任
）

　
　
　
中
西
　
敏
彦
氏
（
再
任
）

　
　
　
神
武
　
秀
直
氏
（
新
任
）

　
　
　
世
利
　
哲
昭
氏
（
再
任
）

　
　
　
南
里
　
弘
人
氏
（
新
任
）

　
　
　
小
林
　
耕
治
氏
（
新
任
）

　
　
　
杉
野
　
清
治
氏
（
新
任
）

　
　
　
藤
木
　
和
則
氏
（
再
任
）

　
　
　
松
田
　
久
幸
氏
（
再
任
）

　
　
　
藤
木
　
忠
幸
氏
（
再
任
）

　
　
　
藤
木
　
恵
子
氏
（
新
任
）

小
薗
　
雄
一
氏
（
再
任
）

　
　
　
山
元
　
路
子
氏
（
再
任
）

　
　
　
安
川
　
禎
幸
氏
（
再
任
）

人
事
案
の
同
意

議
員
発
議

専決処分の承認
（宇美町国民健康保険税条例の一部改正）

専決処分の承認
（町税条例の一部改正）

工事請負契約の締結
（令和７・８年度　中央公民館大ホール舞台照明設備LED化改修工事）
宇美町特定用途制限地域内における建築物の制限に関する
条例の一部改正
宇美町特別職の職員で常勤のものの給与等に関する条例及び
宇美町職員等の旅費に関する条例の一部改正

債権放棄の報告

議員発議
（非核三原則の堅持を求める意見書の提出 )

宇美町固定資産評価審査委員会委員の選任

宇美町農業委員会委員の任命
（農業委員１４名　再任９名　新任５名）
工事請負契約の締結
（令和８年度　宇美東中学校校舎Ｂ棟トイレ改修工事）
工事請負契約の締結
（令和８年度　中学校２校体育館空調設備設置工事）

令和８年度　宇美町一般会計補正予算（第１号）

審議した議案と各議員の賛否

全会一致で承認・可決した議案／報告議案 令和８年６月定例会　表決一覧

○は賛成　×は反対を表しています

髙
橋
紳
章

白
水
英
至

古
賀
ひ
ろ
子

鳴
海
圭
矢

飛
賀
貴
夫

藤
木
　
　
泰

安
川
繁
典

平
野
龍
彦

丸
山
康
夫

安
川
禎
幸

小
林
孝
昭

審
議
結
果

討
　
　
論

議
員
名

議　　案　　名

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

承認

可決

※黒川悟議長に表決権はありません。

議　　案　　名 議　　案　　名

専決処分の報告
（和解及び損害賠償の額を定めることについて）

工事請負契約の締結
（令和8年度　宇美東中学校体育館外壁等改修工事）  

全会一致で承認・可決した議案／報告議案 令和８年第２回臨時会　表決一覧
議　　案　　名 議　　案　　名

６
月
定
例
会
・
第
２
回
臨
時
会

表
決
一
覧

反対：鳴海
賛成：安川(禎）

反対：鳴海
賛成：安川(禎）



こどもの見守り活動

こどもの見守り活動は
永遠の課題である。
町と地域が一体となり、
未来を担うこどもたち
を安全・安心に見守る
体制づくりに期待する。

質問を終えて

のぶあき

髙橋 紳章 議員
たかはし

地域企業による見守り活動

のぶあきたかはし

えいじしろうず

やすおまるやま

けいやなるみ

たかあきこばやし

よしゆきやすかわ

ここが
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一
般
質
問

一
般
質
問

録画配信は
こちらから ▶

答弁（町長）  誇りとやりがいを感じられる環境づくりに取り組む

登下校時のこどもの
見守り活動の充実を

私の視点「なぜここを質問したか」
こどもの登下校時の見守り活動が、担い手不足により
維持が難しくなってきている。今後の見守り活動に対す
る町の支援の方向性を問う。

地
域
の
こ
ど
も
の
見
守
り
活
動

の
体
制
は
。

問

学
校
教
育
課
長

　
現
在
は
、
企
業
な
ど
へ
の
委
託
や

会
計
年
度
任
用
職
員
を
雇
用
し
て
見
守

り
活
動
を
行
う
方
針
は
考
え
て
い
な
い
。

　
ま
ず
は
、
学
校
と
と
も
に
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
継
続
的
な
確
保
に
努
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
見
守
り
活
動
を
研

究
し
て
い
く
。

答

本
町
で
交
通
指
導
員
と
し
て
会

計
年
度
任
用
職
員
の
確
保
を
検
討
す

る
考
え
は
。

問

町
長

　
第
一
に
、
学
校
と
地
域
が
連
携
し
た

仕
組
み
の
構
築
の
た
め
に
「
地
域
学
校

協
働
活
動
」
の
推
進
に
よ
る
体
制
の
強

化
を
行
う
。

　
第
二
は
、
民
間
企
業
と
の
新
た
な
連

携
と
し
て
「
な
が
ら
防
犯
」
の
輪
を
広

げ
て
い
く
。

　
第
三
に
、
将
来
を
見
据
え
た
「
新
し

い
仕
組
み
」
の
研
究
で
あ
る
。
他
自
治

体
の
事
例
を
参
考
に
、
幅
広
く
研
究
を

答

地
域
と
町
が
一
体
と
な
っ
た
こ

ど
も
の
見
守
り
活
動
の
充
実
に
つ
い

て
、
町
長
の
考
え
は
。

問

学
校
教
育
課
長

　
企
業
に
は
、
各
学
校
と
連
携
し
な

が
ら
、
ま
ず
は
「※

な
が
ら
防
犯
」
へ

の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
。

答

企
業
に
よ
る
見
守
り
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
地
域
も
あ
る
が
、
町
が

主
体
的
に
協
力
体
制
を
呼
び
か
け
る

考
え
は
。

問

管
財
課
長

　
定
款
や
運
営
体
制
の
制
約
な
ど
に

よ
り
、新
た
な
事
業
の
追
加
は
難
し

答

新
た
な
事
業
と
し
て
、
こ
ど
も

の
見
守
り
活
動
を
宇
美
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
に
担
っ
て
も
ら
う

考
え
は
。

問

学
校
教
育
課
長

　
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
自
治
会
の
育
成
会
、
保
護
者
が

分
担
し
て
登
下
校
時
の
見
守
り
を

行
っ
て
い
る
。

　
加
え
て
、
こ
ど
も
見
守
り
シ
ス
テ

ム
「
ツ
イ
タ
も
ん
」
を
全
小
学
校
で

導
入
し
て
お
り
、
一
部
の
児
童
で
利

用
さ
れ
て
い
る
。

答

い
状
況
で
あ
る
。

進
め
て
い
く
。

　

「
地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
る
」
を

理
念
に
、
見
守
り
活
動
に
関
わ
る
方
々

が
誇
り
と
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

　一般質問とは定例会で行われ、議員が町政全般に
ついて、自分の意見や提案を含めて、町長などの執行
機関の考え方や方針などを問いただすことです。
　掲載内容は、質問者自身が要約し、広報委員会で校
正しています。

　宇美町議会では、議場で行う議会・特別委員会の
ライブ配信と録画配信を行っています。
　ライブ配信は、議会の傍聴に来られない方のた
めに生中継で配信しています。
　録画配信は、議会のホームページから議案審査や一般質問の様子
をいつでもご覧いただけます。字幕付きですので音声が聞き取りにく
い方でも解りやすく、ご覧いただけます。

町
政
を
問
う
７
人
が
登
壇

一
般
質
問

◆竹害対策と防災・地域循環施策の考えは
小林　孝昭 　議員 12P

◆登下校時のこどもの見守り活動の充実を
髙橋　紳章　議員 7P

◆自治体DXの現状と今後の取組は
安川　禎幸 　議員 13P

◆空き家対策と未利用地活用による
   今後のまちづくりの展開は

古賀　ひろ子　議員 11P

◆原油・ナフサ不足が与える影響と今後の対策は
鳴海　圭矢　議員 10P

◆児童生徒の学力向上を
 

丸山　康夫　議員 9P

◆こどもたちをネットトラブルから守る
   情報リテラシー・情報モラル教育推進を

白水　英至　議員 8P

議会をもっと身近に
ライブ配信と録画配信をご視聴ください

ライブ配信・録画配信は
こちらから

※

「
な
が
ら
防
犯
」と
は…

散
歩
や
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
な
ど
の
日
常
生
活
中
で
、
地
域
の
安

全
を
見
守
る
防
犯
活
動
の
取
組



情報モラル教育

ＳＮＳによる誹謗中傷や
犯罪被害、ネット依存な
どから、こどもたちを守
るためにも、行政の役
割に期待したい。

質問を終えて

学力向上

こどもたちの自己実現
のためにも、学力向上
を町の重要施策に位
置づけ、予算もしっか
り確保していくことが
大切だ。

質問を終えて

やすお

丸山 康夫 議員
まるやま

カルビー株式会社による出前授業
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一
般
質
問

一
般
質
問

録画配信は
こちらから ▶

答弁（町長）  地域全体での連携体制を強固にしていく

こどもたちをネットトラブルから守る
情報リテラシー・情報モラル教育推進を

えいじ

白水 英至 議員
しろうず

録画配信は
こちらから ▶答弁（町長）  主体的な学びへと劇的に転換する

児童生徒の学力向上を

私の視点「なぜここを質問したか」
全国的にＳＮＳ上での誹謗中傷やいじめ、個人情報流出
等が問題となる中、こどもを守るためには情報リテラ
シーと情報モラル教育の充実が重要である。

私の視点「なぜここを質問したか」
宇美町総合計画の評価検証で、児童生徒の学力が低下し続け
ていることが浮き彫りとなった。
児童生徒の確かな学力の向上に向けて、今後の具体策を問う。

学
校
教
育
課
長

　
令
和
５
年
宇
美
町
こ
ど
も
の
生
活

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

町
全
体
で
小
学
生
68･

６
％
、
中
学

生
91･

４
％
の
所
持
率
と
な
っ
て
い

る
。

答

児
童
生
徒
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
所
持
率
は
。

問

学
校
教
育
課
長

　
令
和
７
年
度
福
岡
県
学
力
・
学
習

状
況
調
査
に
よ
る
と
、
本
町
で
は
家

庭
学
習
以
外
で
１
日
２
時
間
以
上
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
限
定
せ

ず
）
を
利
用
す
る
児
童
生
徒
が
、
小

学
５
年
生
で
40･
１
％
、
中
学
１
年

生
で
49･

６
％
、
中
学
２
年
生
で
36･

５
％
と
な
っ
て
い
る
。

答

児
童
生
徒
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
状

況
は
。

問

学
校
教
育
課
長

　
各
学
校
に
お
い
て
、学
級
活
動
や
道

徳
科
の
学
習
、全
校
集
会
な
ど
を
通

じ
て
情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

答

児
童
生
徒
へ
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー・

モ
ラ
ル
教
育
の
取
組
状
況
は
。

問

学
校
教
育
課
長

　
教
職
員
へ
の
研
修
は
、情
報
教
育
担

当
者
研
修
会
な
ど
の
場
で
、最
新
の
情

報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
研
修
を
定
期
的

に
実
施
。

　
保
護
者
に
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
投
稿

拡
散
や
誹
謗
中
傷
の
防
止
の
お
願
い

を
文
書
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

答

教
職
員
へ
の
研
修
、
保
護
者
の

方
を
対
象
と
し
た
説
明
会
、
啓
発
活

動
の
実
施
状
況
は
。

問

こ
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
、

行
政
が
果
た
す
役
割
は
。

問

本
町
の
児
童
生
徒
の
学
力
の
推

移
と
現
状
分
析
は
。

問

教
育
長

　
部
活
動
の
地
域
展
開
や
水
泳
授
業

の
民
間
委
託
に
よ
り
、
教
職
員
の
時
間

外
在
校
等
時
間
を
３０
時
間
程
度
ま
で
縮

減
す
る
こ
と
を
一
つ
の
目
標
と
し
て
い

る
。

　
教
職
員
の
負
担
軽
減
に
よ
り
、
教
材

研
究
や
児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
が

増
え
る
こ
と
で
、
授
業
改
善
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

答

部
活
動
の
地
域
展
開
や
水
泳
授

業
の
民
間
委
託
で
教
職
員
の
負
担
軽

減
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
学

力
向
上
に
十
分
結
び
つ
い
て
い
る
の

か
。

問

町
長

　
第
７
次
宇
美
町
総
合
計
画
の
前
期
実

践
計
画
に
お
け
る
評
価
検
証
の
結
果
、

本
町
の
児
童
生
徒
の
学
力
が
継
続
的
に

低
下
し
て
い
る
と
い
う
事
態
を
非
常
に

答

町
と
し
て
、
こ
ど
も
た
ち
の
学

力
向
上
を
ど
う
支
え
て
い
く
の
か
、

町
長
の
決
意
を
。

問

教
育
長

　
平
成
２９
年
度
か
ら
福
岡
県
学
力
向

上
推
進
拠
点
校
指
定
事
業
を
宇
美
東
中

学
校
区
と
し
て
受
け
た
。

　
ま
た
、
同
時
期
に
福
岡
県
学
力
向
上

強
化
市
町
村
指
定
事
業
の
指
定
を
受
け
、

２
つ
の
小
学
校
を
中
心
に
、
県
の
指
導

主
事
を
数
多
く
派
遣
し
、
授
業
改
善
を

行
っ
た
。

答

学
力
向
上
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
き
た
具
体
策
は
。

問

教
育
長

　
前
述
し
た
取
組
を
行
っ
た
こ
と
で
、

一
定
の
成
果
が
み
ら
れ
た
時
期
も

あ
っ
た
が
、
継
続
は
し
な
か
っ
た
。

答

こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん
だ
学
力

向
上
の
取
組
に
対
す
る
検
証
と
評

価
は
。

問

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
長
時

間
利
用
に
よ
る
体
調
不
良
を
理
由
と

し
た
欠
席
や
、
保
健
室
利
用
に
つ
い

て
の
現
状
は
。

問

学
校
教
育
課
長

　
夜
中
ま
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
取
り
を
行
い
、

答

朝
起
き
ら
れ
ず
遅
刻
す
る
ケ
ー
ス
や
、

長
時
間
・
深
夜
利
用
に
よ
る
睡
眠
不

足
や
体
調
不
良
が
原
因
に
よ
る
欠
席
、

保
健
室
利
用
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

町
長

答

　
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
に
関
す
る
正
し

い
知
識
の
啓
発
に
力
を
入
れ
、
地
域

で
こ
ど
も
た
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
使
い
方
を
見
守
る
た
め
の
体
制
を

後
押
し
す
る
。
ま
た
、
警
察
な
ど
の

外
部
機
関
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。

　
国
の
動
向
も
注
視
し
な
が
ら
、
学

校
現
場
の
先
生
方
へ
の
支
援
、
家
庭

教
育
の
充
実
、
そ
し
て
地
域
全
体
で

の
連
携
体
制
を
強
固
に
し
て
い
く
。

教
育
長

　
現
状
と
し
て
、
１
年
ご
と
に
全
国

学
力
調
査
に
お
け
る
標
準
化
得
点
が

下
が
っ
て
お
り
、
特
に
小
学
校
６
年

か
ら
中
１
に
か
け
て
、
標
準
化
得
点

が
大
き
く
下
が
っ
て
い
る
。

答

　
児
童
生
徒
に
と
っ
て
は
や
ら
さ
れ

て
い
る
授
業
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、

大
き
な
要
因
で
は
な
い
か
と
思
う
。

重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

　
学
年
が
上
が
る
ご
と
に
標
準
化
得
点

が
下
が
っ
て
い
く
と
い
う
現
状
に
対
し

て
、
こ
の
状
況
を
放
置
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
。

　
本
町
の
教
育
を
守
り
か
ら
攻
め
、
そ

し
て
や
ら
さ
れ
る
学
び
か
ら
主
体
的
な

学
び
へ
と
劇
的
に
転
換
す
る
決
意
で
あ

る
。

☜国が作成した
　こども向け
　情報モラル
　学習サイト
　はこちら



原油ナフサ不足

今回の原油危機を通じ
て従来のライフスタイ
ルを改めて、省エネ、自
然エネルギー活用に舵
を切る時期に来ている
と感じている。

質問を終えて

空き家利活用

地域の未利用地が、魅
力的な住宅や商業施
設、公共スペースに活
用されることで、地域
全体の活性化につなが
ることを期待したい。

質問を終えて

こ

古賀 ひろ子 議員
こが

相続登記や
イエカツを
活用してほしい

本町のゴミ袋は必要枚数を
確保できている
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一
般
質
問

一
般
質
問

録画配信は
こちらから ▶答弁（町長）  現時点で特段影響はない

原油・ナフサ不足が与える
影響と今後の対策は

けいや

鳴海 圭矢 議員
なるみ

録画配信は
こちらから ▶答弁（町長）  立地適正化計画策定の中で検討する

空き家対策と未利用地活用による
今後のまちづくりの展開は

私の視点「なぜここを質問したか」
ホルムズ海峡封鎖に端を発し、全国的に原油・ナフサ不
足の影響が出ている。ごみ袋の製造費値上げや欠品す
る自治体も出てきたが、本町の影響は。

私の視点「なぜここを質問したか」
空き家は景観の悪化や防災・防犯上の危険性があるた
め、空き家対策のより一層の強化が重要である。

管
財
課
長

　
資
材
価
格
の
上
昇
が
発
生
し
た
場

合
は
、
契
約
内
容
に
従
い
、
発
注
者

と
請
負
者
の
協
議
を
通
じ
て
柔
軟
に

対
応
す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　
現
時
点
で
は
、
事
業
に
影
響
が
出

て
い
る
と
い
う
事
案
の
報
告
は
な
い
。

　
し
か
し
、
今
後
資
材
納
期
の
遅
延

や
高
騰
が
予
測
さ
れ
る
工
事
も
少
な

く
な
い
た
め
、
計
画
や
発
注
の
段
階

で
十
分
に
考
慮
し
、
適
正
な
対
応
に

努
め
る
。

答

原
油
な
ど
の
輸
入
減
少
に
伴
い
、

建
設
資
材
の
不
足
が
報
告
さ
れ
て
い

る
が
、
本
町
の
事
業
に
与
え
る
影
響

や
今
後
の
見
通
し
は
。

問

環
境
課
長

　
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、指

定
ご
み
袋
の
安
定
供
給
に
支
障
が
生

じ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
品
薄
状
態
に
な
り
得
る
場
合
に
は
、

指
定
ご
み
袋
以
外
の
市
販
の
ご
み
袋

で
、対
応
す
る
特
別
措
置
を
講
じ
る

こ
と
に
な
る
。

答

ご
み
袋
が
欠
品
し
た
場
合
に
備

え
、
緊
急
措
置
や
対
応
策
を
定
め
て

お
く
べ
き
で
な
い
か
と
考
え
る
が
。

問

現
在
、
町
は
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
う
み
」
を
宣
言
し
て
い
る
。

こ
れ
を
機
に
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進

に
向
け
た
取
組
を
さ
ら
に
強
化
し
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

問

本
町
の
空
き
家
の
現
状
と
課
題
は
。

問

環
境
課
長

　
管
理
不
全
と
な
っ
た
空
き
家
の
所

有
者
に
適
正
管
理
を
促
し
て
き
た
結
果
、

解
体
や
売
却
で
、
こ
れ
ま
で
３
４
６
件

の
空
き
家
が
解
消
さ
れ
た
。

　
今
年
度
は
、
国
の
法
に
基
づ
く
助

言
・
指
導
な
ど
の
措
置
が
適
切
に
実
施

で
き
る
よ
う
、
必
要
な
整
備
を
進
め
て

い
く
。

答

環
境
課
長

答

都
市
整
備
課
長

　
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
を
進
め

る
中
で
、
他
自
治
体
の
事
例
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
制
度
活
用
の
可
能
性
を
調

査
し
て
い
く
。

答

移
住
・
定
住
の
促
進
、
地
域

課
題
の
解
決
や
地
域
活
性
化
に

つ
な
げ
る
考
え
は
。

問

未
利
用
地
を
含
め
た
土
地
活
用
、

民
間
と
の
連
携
に
よ
る
再
開
発
な
ど
、

適
正
に
土
地
を
利
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
考
え
は
。

問

環
境
課
長

　
今
年
度
、
管
理
不
全
空
家
等
に
関

す
る
調
査
な
ど
を
実
施
し
、
方
針
整
理

を
進
め
る
な
か
で
、
空
き
家
バ
ン
ク
に

よ
る
利
活
用
施
策
や
管
理
不
全
空
家
等

へ
の
対
策
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な

が
ら
、
制
度
導
入
の
必
要
性
を
総
合
的

に
検
証
し
て
い
く
。

答

空
き
家
の
解
体
費
用
を
補
助
す

る
除
却
支
援
制
度
導
入
の
考
え
は
。

問

環
境
課
長

　
相
談
を
受
け
た
際
に
は
、
県
の
空

き
家
活
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
イ
エ

カ
ツ
」
を
案
内
し
て
い
る
。
空
き
家
の

売
却
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
の
終
活
支

援
や
相
続
に
関
す
る
こ
と
な
ど
幅
広
い

相
談
に
応
じ
て
い
る
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
や
「
イ
エ
カ
ツ
」
な

ど
の
専
門
機
関
と
連
携
し
、
早
い
段
階

か
ら
住
ま
い
の
将
来
を
検
討
い
た
だ
け

る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

答

空
き
家
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
は
、
相
続
や
財
産
管
理
の
相

談
体
制
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
が
。

問

適
正
管
理
の
助
言
や
指
導
に
よ

問

隣
接
す
る
大
野
城
市
で
は
、
指

定
ご
み
袋
の
製
造
費
不
足
が
生
じ
て

い
る
。
本
町
で
同
様
の
事
態
が
起
き

た
場
合
の
対
応
は
。

問

環
境
課
長

　
原
油
価
格
高
騰
な
ど
の
影
響
で
ご

み
袋
単
価
は
上
昇
し
て
い
る
が
、
当

初
予
算
の
範
囲
内
で
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
納
品
に
も
支
障

が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　
他
自
治
体
と
同
様
の
事
態
が
発
生

答

し
た
場
合
は
、
補
正
予
算
で
対
応
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
ご
み
袋
価
格
は

現
在
の
価
格
を
据
え
置
く
こ
と
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

環
境
課
長

　
町
民
に
は
、
家
庭
で
実
践
で
き
る

Ｃ
Ｏ
２
削
減
行
動
の
推
奨
や
、
企
業

に
は
脱
炭
素
に
関
す
る
情
報
周
知
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
４
月
か
ら
は
食
用
廃
油
の
回
収
も

答

開
始
し
て
お
り
、
バ
イ
オ
燃
料
な
ど

に
再
利
用
さ
れ
る
。
　
　

　
ご
み
の
分
別
で
は
、
町
民
の
理
解

と
協
力
に
よ
り
分
別
が
定
着
し
た
こ

と
で
、
可
燃
ご
み
の
収
集
量
が
減
少

傾
向
に
あ
り
、
循
環
型
社
会
構
築
へ

の
成
果
も
み
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
も
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
行
動
や
、

資
源
循
環
に
つ
い
て
の
普
及
啓
発
を

進
め
て
い
き
な
が
ら
、
脱
炭
素
社
会
、

循
環
型
社
会
構
築
へ
の
取
組
を
一
層

推
進
し
て
い
き
た
い
。

環
境
課
長

　
空
き
家
の
把
握
は
、
自
治
会
か
ら

の
情
報
提
供
、
固
定
資
産
税
情
報
や

水
道
閉
栓
情
報
な
ど
を
活
用
。

　
令
和
７
年
度
は
現
地
調
査
を
実
施
。

７
年
度
末
の
空
き
家
数
は
３
７
２
件

で
、
令
和
６
年
度
か
ら
約
60
件
増
加
。

　
空
き
家
の
状
態
を
適
切
に
把
握
し
、

状
況
に
応
じ
た
対
応
を
行
う
体
制
整

備
が
課
題
で
あ
る
。

答

り
、
修
繕
や
除
却
・
適
正
管
理
に
つ

な
が
っ
た
事
例
は
。

　
県
の
「
空
き
家
再
生
子
育
て
応
援
事

業
」
の
活
用
に
向
け
、
協
議
を
進
め
て

い
る
。

　
ま
た
空
き
家
活
用
事
例
な
ど
の
周
知

を
行
い
、
多
様
な
利
活
用
に
つ
な
げ
る

よ
う
取
り
組
み
た
い
。



竹害と防災

竹粉砕機の導入と貸
出制度の方向性が示
され、中山間地の防
災力向上と地域資源
の有効活用が進むこ
とを期待したい。

質問を終えて

自治体ＤＸ

国の調査では、本町は
堅実に自治体ＤＸを進
めているという評価だ。
ＤＸの推進で「書かな
い・行かない窓口」の実
現を期待したい。

質問を終えて

よしゆき

安川 禎幸 議員
やすかわ

オンライン申請で
手続きもスムーズに

宇美町
オンライン申請
ポータルサイト

竹害対策と防災・地域循環を
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一
般
質
問

一
般
質
問

録画配信は
こちらから ▶答弁（町長）  竹害対策と竹活用を研究していく

竹害対策と防災・
地域循環施策の考えは

たかあき

小林 孝昭 議員
こばやし

録画配信は
こちらから ▶

答弁（町長）  町民が住みやすさを実感できるデジタル社会の実現をめざす

自治体ＤＸの現状と
今後の取組は

私の視点「なぜここを質問したか」
放置竹林の拡大防止と地域の安全・安心の確保を図り、
竹資源の有効活用による持続可能な地域循環の実現を
めざすため。

私の視点「なぜここを質問したか」
自治体ＤＸの推進は行政サービスの向上と持続可能な
行政運営の実現のための重要な取組である。自治体
ＤＸの現在地と今後の取組についてお尋ねしたい。

都
市
整
備
課
長

　
竹
林
面
積
は
22・68
　
で
、
そ
の

大
半
が
個
人
所
有
地
で
あ
る
。

　
竹
林
整
備
事
業
は
実
施
し
て
お
ら

ず
、
ほ
と
ん
ど
が
放
置
竹
林
の
状
態

で
、
三
原
、
障
子
岳
、
原
田
、
井
野

な
ど
町
内
全
域
に
繫
茂
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

答

本
町
の
竹
林
面
積
と
放
置
竹
林

の
分
布
状
況
は
。

問

都
市
整
備
課
長

　
竹
は
繁
殖
力
が
非
常
に
強
く
、
管

理
を
怠
る
と
急
速
に
拡
大
す
る
植
物

で
あ
る
。
管
理
者
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
な
ど
に
よ
り
、
放
置
竹
林
が

増
加
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
竹
の
根
は
浅
く
土
壌
を
十

分
に
固
定
で
き
な
い
た
め
、
大
雨
や

地
震
時
に
は
土
砂
災
害
や
斜
面
崩
壊

の
危
険
性
が
増
す
ほ
か
、
水
路
機
能

の
阻
害
や
景
観
悪
化
も
懸
念
さ
れ
る
。

答

放
置
竹
林
の
拡
大
に
つ
い
て
の

認
識
は
。

問

都
市
整
備
課
長

　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
導

入
す
る
竹
粉
砕
機
は
、土
壌
改
良
剤

や
肥
料
な
ど
へ
の
活
用
が
可
能
。

　
そ
の
た
め
、今
後
は
竹
林
所
有
者
へ

の
貸
出
も
想
定
し
た
、利
用
し
や
す
い

機
種
を
検
討
し
て
い
る
。

　
貸
出
制
度
に
つ
い
て
は
、安
全
講
習

や
利
用
料
金
な
ど
を
含
め
、先
進
自

治
体
の
事
例
を
参
考
に
前
向
き
に
検

討
し
て
い
く
。

答

都
市
整
備
課
長

　
竹
チ
ッ
プ
は
、土
壌
改
良
材
や
肥
料

と
し
て
の
活
用
に
加
え
、防
臭
や
防
草

効
果
も
期
待
さ
れ
る
資
源
で
あ
る
。

　
今
後
も
竹
害
対
策
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、地
域
住
民
と
協
力
し
な
が
ら
、

竹
チ
ッ
プ
を
活
用
す
る
可
能
性
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
く
。

答

竹
粉
砕
機
を
、
土
地
所
有
者
な

ど
へ
貸
し
出
す
考
え
は
。

問

中
山
間
地
の
維
持
管
理
と
地
域

循
環
を
組
み
合
わ
せ
、
竹
害
対
策
で

問

「
Ｄ
Ｘ
」「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
」
の
意

味
は
。

問

総
務
課
長

　
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
統
一
・
標

準
化
は
、
一
部
の
業
務
を
除
き
、
本
年

３
月
末
ま
で
に
全
国
共
通
の
標
準
準
拠

シ
ス
テ
ム
へ
移
行
し
た
。

　
行
政
手
続
オ
ン
ラ
イ
ン
窓
口
で
あ
る

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
基
幹
業
務
シ
ス
テ

ム
の
連
携
も
着
実
に
推
進
し
て
い
る
。

答

③
Ｄ
Ｘ
の
推
進
状
況
は
。

問

総
務
課
長

　
各
団
体
と
対
話
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

も
活
用
し
て
地
域
の
身
近
な
課
題
を
解

決
し
て
い
き
た
い
。

答

町
長

　
町
民
が
デ
ジ
タ
ル
の
恩
恵
を
実
感

で
き
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な

行
政
運
営
が
で
き
る
ま
ち
の
実
現
が
本

町
の
Ｄ
Ｘ
の
将
来
像
で
あ
る
。

　
行
政
の
根
幹
は
人
と
人
の
つ
な
が
り

で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
で
生
ま
れ
た
余

力
を
地
域
活
動
の
支
援
や
対
話
に
充
て

る
こ
と
で
、
温
か
み
の
あ
る
デ
ジ
タ
ル

社
会
を
構
築
し
た
い
。

答

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
自
治
会
、
有

害
鳥
獣
、
地
域
猫
な
ど
の
地
域
活
動

の
D
X
化
の
考
え
は
。

問

宇
美
町
の
Ｄ
Ｘ
の
将
来
像
は
。

問

総
務
課
長

　
本
年
３
月
に
「
宇
美
町
デ
ジ
タ
ル

活
用
推
進
計
画
」
を
策
定
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
町
民
の
利
便
性
向
上

と
行
政
事
務
の
効
率
化
を
よ
り
一
層
推

進
す
る
。

答

今
後
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
取
組
は
。

問

総
務
課
長

　※

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化

に
伴
い
「
窓
口
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
導

入
し
た
。
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
よ
り
申

請
書
記
入
の
負
担
と
職
員
の
事
務
負
担

の
軽
減
に
つ
な
が
る
。

答
「
宇
美
町
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計

画
」
の
基
本
方
針
①
窓
口
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
現
状
は
。

問

総
務
課
長

　
B
P
R
に
つ
い
て
は
、行
政
手
続
オ

ン
ラ
イ
ン
化
は
、52
手
続
の
う
ち
約
６

割
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
て
い
る
。

　
業
務
デ
ジ
タ
ル
化
の
面
で
は
、本

答

②
Ｂ
Ｐ
Ｒ
（
業
務
改
革
）
の
取
組

と
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
状
況
は
。

問

放
置
竹
林
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め

の
、
今
後
の
対
策
は
。

問

都
市
整
備
課
長

答

　
地
域
の
安
全
や
景
観
を
守
る
た
め

に
も
、
竹
害
に
対
す
る
効
果
的
な
対

策
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
国
や
県
の
放
置
竹
林
対
策
事
業
の

活
用
が
で
き
る
が
、
伐
採
は
所
有
者

負
担
と
な
る
。

　
竹
粉
砕
機
の
活
用
も
有
効
な
手
段

で
あ
り
、
今
年
度
導
入
を
予
定
し
て

い
る
。
効
率
的
な
竹
の
処
理
を
進
め

る
こ
と
で
、
放
置
竹
林
の
拡
大
防
止

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

総
務
課
長

　

「
Ｄ
Ｘ
」
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

使
っ
て
仕
事
の
や
り
方
や
仕
組
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や
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携
な
ど
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民
の
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向
上
と
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務
効
率
化
を
図
る
も
の
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年
４
月
か
ら
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書
の
電
子
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裁
を
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入
し
た
。
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自
治
体
基
幹
業
務
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ス
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ム
の
標
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は…

自
治
体
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た
住
民

記
録
や
税
な
ど
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
を
全
国

共
通
様
式
に
統
一
し
、
行
政
の
効
率
化
と

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
取
組

ha

生
産
さ
れ
る
竹
チ
ッ
プ
を
活
用
し
た

地
域
循
環
施
策
を
推
進
し
て
い
く
考

え
は
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防災マネージャーの講義を受講

議会広報チェック＆アドバイス

3時間の研修で議員もレベルアップ

桜川市議会の方々に宇美八幡宮の歴史を説明

風通しの良い環境を作る一言を学ぼう

負傷者（ダミー）を安全に搬送

活動推進員
田島さん（左）、吉田さん（右）

総務建設常任委員会

厚生文教常任委員会

議会広報常任委員会

行政視察で地域資源をPR

委員会コメント

議会防災訓練で対応力向上議員の資質向上で「伝える力」を高めよう

　６月１９日（金）、定例会閉会後、議会防
災訓練を行いました。
　訓練では、震度６強の地震が発生し、議
場の天井や照明が落下して負傷者が出たこ
とを想定しました。議員は、安全確保行動
（シェイクアウト）、避難誘導、負傷者搬送
などを実践し、災害時の対応を確認しまし
た。

　研修でのアドバイスを活かして、町民の皆さ
んに手に取って読んでいただける議会広報づくり
に励むとともに、全国町村議会広報コンクール
での入賞をめざします。

　６月２３日（火）、㈱会議録センターの矢嶋洋美氏を講師に招き「熱い想いとチャレンジ
が議会だよりを変えていく！」をテーマに全議員を対象とした議会広報研修会を行いました。
　議会広報は、住民の代表として選ばれた議員・議
会の意思を示す重要なツールです。町民の皆さんが読
みたくなる議会広報となるよう、改善点などをしっか
りチェックしていただきましたので、今後の編集に役
立てていきます。
　また、一般質問の質を高めるための「一般質問設
計メソッド」を学びました。

５月１２日（火）久山町議会　
テーマ：地域コミュニティ推進条例
５月１４日（木）宮城県南三陸町議会
テーマ：部活動の地域展開
５月２１日（木）茨城県桜川市議会
テーマ：部活動の地域展開
7月  １日（水）東京都日の出町議会
テーマ：AIオンデマンドバスのるーと
　桜川市議会の視察終了後には、議会
によるおもてなしとして、議長と町職員
（学芸員）が町の歴史資源などを紹介し
ました。議会も、もっと町の魅力を PR
していきます！

議員研修

　６月９日（火）、特定社会保険労務士
の高橋美紀氏を講師に招き、全議員で
「議会におけるハラスメント対策研修会」
を行いました。
　ハラスメントに関する正しい知識と現
代社会でハラスメント防止対策が必要と
される理由を学びました。

地域学校協働本部活動
法令遵守で信頼される議会に

　こどもの居場所づくりを目的に、井野小校区で地
域の方が中心となり実施されている「いきいきい
のっこ子ども教室」（通称：いのっこ）が、地域と学校
の連携をさらに深めるために、宇美町地域学校協
働本部としての活動をスタートしました。

　地域と学校が密接になることで、より活動場所
や活動内容が充実します。

　「いのっこ」では、保護者や地域の
方々の協力で、そうめん流しやハイキン
グなど活発に活動しています。
　こどもたちの成長を支えるために地域
と学校が連携するこの取組が、
今後さらに町内へ広が
ることを期待します。

議会コメント
　相手が感じる言葉の受け取り方
に細心の注意を払い、発言には気
をつけていきます。

委員会コメント
　今回の訓練を通じて、災害発生時の
対応力と防災意識の向上を図ることが
できました。
　今後も防災・減災の取組を進め、
町民の安全・安心の確保に努めます。

委員会コメント

地域学校協働活動で、何が変わる？

本部では、活動推進員を中心
に地域と学校の連絡調整や
活動の企画・立案を行います。

　平成16年から続く「いのっこ」
の活動は地域による優れた学校
支援活動と評され、文部科学大
臣表彰を受賞しています。
　この活動が円滑に進み、さら
に発展していくよう、議会からも
働きかけていきます。


